
GOVERNOR’S
MONTHLY LETTER
����-����

vol.3
GOVERNOR  Yoshisada Murotsu

SEP . 2016. 9

クラブ名 2016年
7月1日

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数
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4
3
4
3
4
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当月末 増減
平均出席率
％

81.24
89.52
97.06
92.61
89.43
89.77
89.94
77.55
94.59
89.78
96.03
100.00
84.52
90.41
100.00
83.53
88.75
91.18
78.20
93.00
89.11
90.91
85.36
100.00
97.28
85.51
100.00
89.90
100.00
93.62
87.90
86.38
97.77
92.13
83.75
82.14
87.30
88.20
87.62
97.47
78.40
96.10
95.20
98.50
86.84
68.80
88.62
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明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
　75RC
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クラブ名 2016年
7月1日

会 員 数

例会数
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当月末 増減 女性
平均出席率
％

88.91
100.00
93.31
94.45
94.17
99.41
87.12
86.93
96.10
89.59
91.83
97.48
98.75
98.60
96.16
96.87
97.57
88.57
90.34
95.83
88.40
86.91
90.01
92.52
97.82
86.35
100.00
83.93
100.00
93.44
95.14
100.00
95.85
100.00
97.75
93.57
84.96
92.80
93.75
80.94
89.20
91.84
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42
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38
31
23
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44
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25
22
12
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◆クラブ数……………………………………　75RC
◆2016年７月１日　クラブ会員数………2,831人
◆2016年７月末　　クラブ会員数………2,847人
◆2016年７月末女性会員数………………　113人
◆2016年７月平均出席率…………………91.84％
◆増　減………………………………………　　16人増

国際ロータリー第2680地区　2016年７月出席報告
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事務所
〒650-0046  兵庫県神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail murotsu2680@triton.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  室 津　義 定
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●お問い合わせ

（公財）尼崎市総合文
化センター

〒660-0881 兵庫県
尼崎市昭和通2-7-1

6　TEL 06-6487-0
910

●主催／（公財）尼崎
市総合文化センター

　●共催／尼崎市

http://www.arch
aic.or.jp/

●お問い合わせ

（公財）尼崎市総合文
化センタ
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ロータリークラブの
会長と幹事の皆様

　残暑が続いていますが、お元気でお過ごしのこ
ととお慶び申し上げます。9月は、「基本的教育
と識字率向上」および「ロータリーの友」の月間
です。まず、ロータリーの重点分野である「基本
的教育と識字率向上」に関する課題と奉仕プロ
ジェクトの立案等についてお話しします。

１．教師の養成
全世界の子どもが初等教育を受けられるよう
にするためには、あと170万人の教師が必要で
あるとされています。そのため、次の奉仕活動
が求められています。
●教師向けの研修や教室備品を提供する。
●都市部以外の貧しい地域でカリキュラム作成
のための研修を提供する職業研修チーム
（VTT）を派遣する。
これらの活動を成功させるヒントとしては、
次のことが考えられます。
①継続的に最新の研修や資料を提供する。
②教師向けの研修プログラムを立案するために、
教育委員会や教育当局に相談する。

２．生徒への支援
全世界で5,700万人の子どもが学校に通って
いません。また、16歳以上の人口のうち、７億
8,100万人（そのうち60％は女性）は、読み書
きができません。そのため、次の奉仕活動が必
要です。
●授業や課外活動でボランティアをする。
●ボランティアで地元の生徒たちの生活指導をする。
●給食システムや給水・衛生設備を改善するこ
とで、生徒の病気による欠席を予防し、通学

しやすい環境を整える。
●集中言語能力助長プログラム（CLE）を支援
する。簡易な教科書や参加型活動を取り入れ
たプログラムは子どもだけでなく、成人の識
字率向上にも効果がある。
●成人向け識字プログラムを開発する。

これらの活動を成功させるヒントとしては、
次のことが考えられます。
①文化的制約、安全面での懸念、家事や家計を
支える必要性など、少女の教育機会を妨げる
障害を取り除く。
②生徒、親、教師、学校職員にも活動に参加し
てもらう。
③CLE立案において、助言やリソースを提供で
きる地元団体と協力する。

３．国内の識字率教育
日本には、全国に31校の公立夜間中学校があ
り、兵庫県には神戸に２校、尼崎に１校があり
ます。そこでは、小・中学校に行けなかった日
本人、中国残留邦人やその家族、日本に定住す
る中国人やフィリピン人などに対して、識字教
育がされています。
（参考文献　１、２：ロータリーの重点分野、                     
  　　　　　 ３：文部科学省HP）

　また、ご承知のように、「ロータリーの友」の
購読は我々ロータリアンに義務付けられています
し、同誌には最新のロータリー情報が満載されて
いますので、是非活用していただきますようお願
いします。

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　室　津　義　定　（尼 崎 中）

ガバナーズレター　

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、
次の各項を奨励することにある：

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会とし
　　　　てロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践
　　　　すること；
　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

故　大島　秀夫　氏（神戸垂水）
７月14日　享年80歳

訃 報

尼崎市総合文化センター（あましんアルカイックホール内）
　尼崎市の芸術文化の拠点としてオープンして以来、尼崎市文化の発信基地となって
います。今年は、尼崎市市政100周年を迎え、｢みんなが主役｣をコンセプトに
魅力ある文化事業を展開。その他にも｢近松を現代によみがえらせる｣を掲げ、多く
の文化事業展開を行っています。
　近松門左衛門の代表作である『曽根崎心中』は、世話物浄瑠璃の最初の作品で
あると言われています。｢この世のなごり、夜もなごり｣という道行のフレーズは
あまりにも有名です。　　　　　 ＊阪神尼崎駅より立体遊歩道で直結 徒歩５分＊

❖今月の表紙
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　1997年11月、大島先生と初めて一緒に取り組んだプロジェクトは、第１回RI国際理解賞を
受賞された岩村昇医師の偉業を顕彰するための「岩村記念病院（ネパール・バクタプル）の
建設」でした。大島先生の精力的な行動と医師としての鋭い視点が今でも思い出されます。
その後、カンボジアでの国立小児病院の新医療器具導入、地雷被害者への義肢装具士の
養成、タイ山岳民族の識字率向上支援、フィリピンCLE（語学集中研修）による識字率向上
プロジェクト（日本初の３Hプログラム）等、大島先生との活動は枚挙にいとまがありません。
2006年には、RIからロータリアンに贈られる最高の栄誉賞である「超我の奉仕賞」を当地区
第１号で受賞されました。
　大島先生とのお付き合いは約20年となりますが、惜しい人を亡くし本当に残念でなりません。
当地区の人道的奉仕活動に大きな足跡を残された人として、いつまでも記憶に残ることと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     石井　良昌（尼崎西）

◆新クラブ情報
　西宮イブニングロータリークラブは阪神第１グループに、神戸モーニングロータリークラブは神戸第２
　グループに所属することになった旨の連絡がガバナー補佐からありました。

◆地区委員の委嘱
　戦略計画委員会　委員　山口　宰（神戸西）

ガ バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せ
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大島秀夫先生を偲んで

◎「ロータリーの本質とは－アンケート回答」  1969　    7p
◎「ロータリーでいう職業奉仕」　　　　　　　神守源一郎　D.358  1972　   57p
◎「ロータリーでいう職業奉仕」　　　　　　　神守源一郎　京都東R.C.  1983　   18p
◎「ロータリーの綱領の変遷と『奉仕の理想』」　 先名正四  1989　    4p
◎「ロータリーの立場」　　　　　　　　　　　近藤正夫  1974　    3p   
◎「大乱亥歳を顧みてロータリーを考える（フォーラム記録）」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤千寿　　関西ロータリー研究会 1996　   31p
◎「21世紀のロータリー」　　　　　　　　　　堀場雅夫　　関西ロータリー研究会　 1996　   71p 
◎「世界のロータリー」　　　　　　　　　　　入江直祐  1981　    8p
◎「デンバー大会の焦点　RI－RIBI問題」　　　宮脇　冨  1966　    1p

文　庫　通　信（347号）ロータリーについて ［下記申込先：ロータリー文庫］
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ロータリークラブの
会長と幹事の皆様

　残暑が続いていますが、お元気でお過ごしのこ
ととお慶び申し上げます。9月は、「基本的教育
と識字率向上」および「ロータリーの友」の月間
です。まず、ロータリーの重点分野である「基本
的教育と識字率向上」に関する課題と奉仕プロ
ジェクトの立案等についてお話しします。

１．教師の養成
全世界の子どもが初等教育を受けられるよう
にするためには、あと170万人の教師が必要で
あるとされています。そのため、次の奉仕活動
が求められています。
●教師向けの研修や教室備品を提供する。
●都市部以外の貧しい地域でカリキュラム作成
のための研修を提供する職業研修チーム
（VTT）を派遣する。
これらの活動を成功させるヒントとしては、
次のことが考えられます。
①継続的に最新の研修や資料を提供する。
②教師向けの研修プログラムを立案するために、
教育委員会や教育当局に相談する。

２．生徒への支援
全世界で5,700万人の子どもが学校に通って
いません。また、16歳以上の人口のうち、７億
8,100万人（そのうち60％は女性）は、読み書
きができません。そのため、次の奉仕活動が必
要です。
●授業や課外活動でボランティアをする。
●ボランティアで地元の生徒たちの生活指導をする。
●給食システムや給水・衛生設備を改善するこ
とで、生徒の病気による欠席を予防し、通学

しやすい環境を整える。
●集中言語能力助長プログラム（CLE）を支援
する。簡易な教科書や参加型活動を取り入れ
たプログラムは子どもだけでなく、成人の識
字率向上にも効果がある。
●成人向け識字プログラムを開発する。

これらの活動を成功させるヒントとしては、
次のことが考えられます。
①文化的制約、安全面での懸念、家事や家計を
支える必要性など、少女の教育機会を妨げる
障害を取り除く。
②生徒、親、教師、学校職員にも活動に参加し
てもらう。
③CLE立案において、助言やリソースを提供で
きる地元団体と協力する。

３．国内の識字率教育
日本には、全国に31校の公立夜間中学校があ
り、兵庫県には神戸に２校、尼崎に１校があり
ます。そこでは、小・中学校に行けなかった日
本人、中国残留邦人やその家族、日本に定住す
る中国人やフィリピン人などに対して、識字教
育がされています。
（参考文献　１、２：ロータリーの重点分野、                     
  　　　　　 ３：文部科学省HP）

　また、ご承知のように、「ロータリーの友」の
購読は我々ロータリアンに義務付けられています
し、同誌には最新のロータリー情報が満載されて
いますので、是非活用していただきますようお願
いします。

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　室　津　義　定　（尼 崎 中）

ガバナーズレター　

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、
次の各項を奨励することにある：

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会とし
　　　　てロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践
　　　　すること；
　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

故　大島　秀夫　氏（神戸垂水）
７月14日　享年80歳

訃 報

尼崎市総合文化センター（あましんアルカイックホール内）
　尼崎市の芸術文化の拠点としてオープンして以来、尼崎市文化の発信基地となって
います。今年は、尼崎市市政100周年を迎え、｢みんなが主役｣をコンセプトに
魅力ある文化事業を展開。その他にも｢近松を現代によみがえらせる｣を掲げ、多く
の文化事業展開を行っています。
　近松門左衛門の代表作である『曽根崎心中』は、世話物浄瑠璃の最初の作品で
あると言われています。｢この世のなごり、夜もなごり｣という道行のフレーズは
あまりにも有名です。　　　　　 ＊阪神尼崎駅より立体遊歩道で直結 徒歩５分＊
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　1997年11月、大島先生と初めて一緒に取り組んだプロジェクトは、第１回RI国際理解賞を
受賞された岩村昇医師の偉業を顕彰するための「岩村記念病院（ネパール・バクタプル）の
建設」でした。大島先生の精力的な行動と医師としての鋭い視点が今でも思い出されます。
その後、カンボジアでの国立小児病院の新医療器具導入、地雷被害者への義肢装具士の
養成、タイ山岳民族の識字率向上支援、フィリピンCLE（語学集中研修）による識字率向上
プロジェクト（日本初の３Hプログラム）等、大島先生との活動は枚挙にいとまがありません。
2006年には、RIからロータリアンに贈られる最高の栄誉賞である「超我の奉仕賞」を当地区
第１号で受賞されました。
　大島先生とのお付き合いは約20年となりますが、惜しい人を亡くし本当に残念でなりません。
当地区の人道的奉仕活動に大きな足跡を残された人として、いつまでも記憶に残ることと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     石井　良昌（尼崎西）

◆新クラブ情報
　西宮イブニングロータリークラブは阪神第１グループに、神戸モーニングロータリークラブは神戸第２
　グループに所属することになった旨の連絡がガバナー補佐からありました。

◆地区委員の委嘱
　戦略計画委員会　委員　山口　宰（神戸西）

ガ バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せ

 

 

2016 6 27  
1  

 
 

2680  
 

 

 

 

 

 

 

 

2016 7 19  
2  

 
 

2680  
2015-16  

 
 

 

 

2

6 7
2

 

 

 
 

 
 

 

大島秀夫先生を偲んで

◎「ロータリーの本質とは－アンケート回答」  1969　    7p
◎「ロータリーでいう職業奉仕」　　　　　　　神守源一郎　D.358  1972　   57p
◎「ロータリーでいう職業奉仕」　　　　　　　神守源一郎　京都東R.C.  1983　   18p
◎「ロータリーの綱領の変遷と『奉仕の理想』」　 先名正四  1989　    4p
◎「ロータリーの立場」　　　　　　　　　　　近藤正夫  1974　    3p   
◎「大乱亥歳を顧みてロータリーを考える（フォーラム記録）」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤千寿　　関西ロータリー研究会 1996　   31p
◎「21世紀のロータリー」　　　　　　　　　　堀場雅夫　　関西ロータリー研究会　 1996　   71p 
◎「世界のロータリー」　　　　　　　　　　　入江直祐  1981　    8p
◎「デンバー大会の焦点　RI－RIBI問題」　　　宮脇　冨  1966　    1p

文　庫　通　信（347号）ロータリーについて ［下記申込先：ロータリー文庫］
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「国際貢献と奉仕理念」 その１ 地区研修リーダー　石井良昌（尼崎西）

　ロータリーという組織がど
のような奉仕活動をしている
かを、私の体験から語り、国
際貢献と奉仕理念がどのよう
にかかわっているのかを書い
てみたいと思います。
　国際奉仕でいうWCSは
World Community Service 

の略で世界社会奉仕のことです。2011年６月30日を
もって、このWCSのネーミングが廃止され、人道的プ
ログラムに変わりました。これは戦略計画の優先項目と
目標を促進するために「リソースとサポートのモデル」
への転換をRI理事会が承認したことを受け、今後はロー
タリー財団の補助金を積極的に活用して下さい、との意
味であります。

　いずれにせよ、クラブ同士の関係や協力を助長するこ
とによって、多大な成果をもたらす人道的国際奉仕活動
への取り組みは引き続き奨励されております。この人道
的プログラムの活動は単にお金を送るだけでは駄目で、
現地に行って先方のロータリアンやクラブとまず信頼関
係を構築することが大切です。

　私のWCS活動の最初の訪問国はタイ北部山岳のチェ
ンライでした。それ以来この20年間、タイ、ネパー
ル、フィリピン、カンボジアを中心に何度となく訪れ、
他にマレーシア、台湾、韓国、オーストラリア、ニュー
ジーランドなども訪問し、ロータリー関係で海外には約
100回以上訪問しております。

　まず、ネパールについて紹介してみます。兵庫県の三
木市に住んでおられた岩村昇医師を顕彰する意味で、岩
村記念病院建設のために、1997年11月に2640地区の
方々と、建設予定地で首都カトマンズから車で約30分
のバクタプルという所を合同で現地調査しました。この
プロジェクトは今は亡き今井鎮雄元RI理事の肝いりで、
土地購入と建物を建てたためにWCSによるロータリー
財団の支援なしのプロジェクトとなりました。

　岩村昇先生は1962年から18年間、結核やマラリアが
蔓延するネパールの無医村で奥様の史子さんと共に医療
奉仕活動を続けられました。この人道的な援助活動に対
し、RIから1981年に第１回国際理解賞を受賞されまし
た。この他にこの受賞をされた方の中には、ローマ法王
パウロⅡ世、カーター元アメリカ大統領、日本の緒方貞
子さんらがおられます。

　そこで、2014年11月より約40日間、このネパール
の岩村記念病院の看護師３名とリーダーの計４名の方々
をお呼びし、グローバル補助金のVTTを使って「ネパー
ルの看護師能力向上のプロジェクト」を立ち上げ、研修
を篠山市の岡本病院で行ないました。このVTT（職業研
修チーム）の帰国後、このVTTの成果に対するモニタリ
ングで2015年２月19日からネパールに行き、いかに成
果が上がったか現地調査を行ないました。

　このVTTプロジェクトで日本の病院から学んだ成果は
次の３点にまとめられます。
①医療廃棄物の分別
注射針は注射針の入れ物に、プラスチックはプラス
チックの入れ物にと院内でも院外でも分別を実行す
るようになった。
②日本に見習い、訪問介護をやり始める
退院や通院をしている人に必要があれば、ネパール
では他の病院がやっていない訪問介護をすでにやり
始めている。
③出勤時間や勤務時間などの時間管理を厳重に行なう
時間厳守の日本方式を看護師業務のハンドオー
バー・スケジュール管理に適用した。これによっ
て、勤務時間の重複を排除することができた。

　また、2015年４月25日のネパール大震災で、多くの
人が亡くなり、この岩村記念病院やそこに働く人たちも
家を失くしたりで相当傷つきました。そこで、2015年
７月14日からわが地区の室津義定ガバナーエレクトと
安行英文氏とで、この病院を訪問視察し、改修工事内容
を把握して78万円の義捐金を渡してきました。今ネ
パールにはあまり見られないMRIの医療器具の必要性を

お聞きし帰国しました。

　話題をロータリーの奉仕理念に変えたいと思います。
従来からシカゴ・ロータリー・クラブの定款はわずか２
行の短い定款と言われていましたが、これは大きな間違
いでした。シカゴクラブの定款第１条に名称、第２条に
目的、第３条に会員資格、第４条に役員、第５条に役員
の任務、第６条に役員選挙、第７条に改正とありまし
た。７条の定款と12条の細則からなる本格的な規約で
した。定款第２条の目的に、
①会員の事業上の利益の促進。
②通常、社交クラブに付随する良き親睦とその他の特
に必要と思われる事項の推進。

と書かれております。このシカゴクラブの定款・細則を
見る限り、最初は奉仕の概念はなく、事業の繁栄すなわ
ち物質的相互扶助と親睦を目的にしてロータリーが創立
されたことが分かります。

　また、４回続けて例会を欠席すれば退会とも書かれて
おり、この頃の例会は月に２回で、さらに７月と８月は
休会という規約になっておりました。また最初の頃の
ロータリーでは、ロータリー年度は毎年２月１日に始ま
り、翌年の１月31日に終わっております。このように

一次文献を探し、調べていきますと、大きな発見や興味
深いことが見つけられます。

　ロータリーに奉仕の理念を提唱した人と言われるアー
サー・フレデリック・シェルドンの存在を忘れてはなり
ません。シェルドンの奉仕理念は、健全な事業経営とは
奉仕理念に基づいて継続的な利益をもたらす常連客（リ
ピーター）を確保することであり、profitとは奉仕を
行った正当な報酬のことであり、奉仕という原因には必
ず報酬という結果が与えられると説いています。ここで
いう奉仕の理念とは奉仕の理想のことで、英語ではThe 
Ideal of Serviceで「人に対する思いやりを持って、
人のお役に立つこと」と訳しております。ただ単に、人
道的な奉仕プロジェクトをするのではなく、相手の立場
に立った思いやりの心を持って、相手や相手国のお役に
立つのだろうか、とよく考えプロジェクトを進めるべき
であります。

　こういったロータリーの奉仕の理念に基づいて、国際
貢献といったプロジェクトに取り組んでいく必要があり
ます。
（12月号へ続く）

（「源流の会」の投稿文より）

Rotary Talk ロータリートーク

ロータリーの基本２

月 地 区 活 動 予 定

10日（土）

11日（日）

12日（月）

14日（水）

17日（土）

24日（土）

25日（日）

28日（水）

29日（木）

11:00～13:00
13:00～17:00

14:00～17:00

15:00～17:00

17：00～

16:00～18:00

15：00～

13:30～16:00

11:30～15:00

16：00～

16：30～

アクトの日:
北ゾーン「豊岡RAC,柏原RAC合同例会」
南ゾーン「自己表現ワークショップ」

第３回米山奨学委員会

第６回補助金小委員会

第３回戦略計画委員会

第２回ポリオプラス小委員会

第２回職業奉仕委員会

米山カウンセラーミーティング

第１回2670・2680地区RYLA合同委員会

第４回地域問題小委員会

第2回地区史編纂委員会

北：豊岡　来迎寺
南：湊川神社楠公会館

神戸ハーバーランド㈱地下１階会議室

三宮研修センター３階303会議室

神戸東急REIホテル メイプル

ガバナー事務所会議室

香港茶楼

三宮センター街西館６階8号会議室

リーガホテルゼスト高松4階 クリスタル

神戸ポートピアホテル 本館４階 パールの間

ガバナー事務所会議室

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
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「国際貢献と奉仕理念」 その１ 地区研修リーダー　石井良昌（尼崎西）

　ロータリーという組織がど
のような奉仕活動をしている
かを、私の体験から語り、国
際貢献と奉仕理念がどのよう
にかかわっているのかを書い
てみたいと思います。
　国際奉仕でいうWCSは
World Community Service 

の略で世界社会奉仕のことです。2011年６月30日を
もって、このWCSのネーミングが廃止され、人道的プ
ログラムに変わりました。これは戦略計画の優先項目と
目標を促進するために「リソースとサポートのモデル」
への転換をRI理事会が承認したことを受け、今後はロー
タリー財団の補助金を積極的に活用して下さい、との意
味であります。

　いずれにせよ、クラブ同士の関係や協力を助長するこ
とによって、多大な成果をもたらす人道的国際奉仕活動
への取り組みは引き続き奨励されております。この人道
的プログラムの活動は単にお金を送るだけでは駄目で、
現地に行って先方のロータリアンやクラブとまず信頼関
係を構築することが大切です。

　私のWCS活動の最初の訪問国はタイ北部山岳のチェ
ンライでした。それ以来この20年間、タイ、ネパー
ル、フィリピン、カンボジアを中心に何度となく訪れ、
他にマレーシア、台湾、韓国、オーストラリア、ニュー
ジーランドなども訪問し、ロータリー関係で海外には約
100回以上訪問しております。

　まず、ネパールについて紹介してみます。兵庫県の三
木市に住んでおられた岩村昇医師を顕彰する意味で、岩
村記念病院建設のために、1997年11月に2640地区の
方々と、建設予定地で首都カトマンズから車で約30分
のバクタプルという所を合同で現地調査しました。この
プロジェクトは今は亡き今井鎮雄元RI理事の肝いりで、
土地購入と建物を建てたためにWCSによるロータリー
財団の支援なしのプロジェクトとなりました。

　岩村昇先生は1962年から18年間、結核やマラリアが
蔓延するネパールの無医村で奥様の史子さんと共に医療
奉仕活動を続けられました。この人道的な援助活動に対
し、RIから1981年に第１回国際理解賞を受賞されまし
た。この他にこの受賞をされた方の中には、ローマ法王
パウロⅡ世、カーター元アメリカ大統領、日本の緒方貞
子さんらがおられます。

　そこで、2014年11月より約40日間、このネパール
の岩村記念病院の看護師３名とリーダーの計４名の方々
をお呼びし、グローバル補助金のVTTを使って「ネパー
ルの看護師能力向上のプロジェクト」を立ち上げ、研修
を篠山市の岡本病院で行ないました。このVTT（職業研
修チーム）の帰国後、このVTTの成果に対するモニタリ
ングで2015年２月19日からネパールに行き、いかに成
果が上がったか現地調査を行ないました。

　このVTTプロジェクトで日本の病院から学んだ成果は
次の３点にまとめられます。
①医療廃棄物の分別
注射針は注射針の入れ物に、プラスチックはプラス
チックの入れ物にと院内でも院外でも分別を実行す
るようになった。
②日本に見習い、訪問介護をやり始める
退院や通院をしている人に必要があれば、ネパール
では他の病院がやっていない訪問介護をすでにやり
始めている。
③出勤時間や勤務時間などの時間管理を厳重に行なう
時間厳守の日本方式を看護師業務のハンドオー
バー・スケジュール管理に適用した。これによっ
て、勤務時間の重複を排除することができた。

　また、2015年４月25日のネパール大震災で、多くの
人が亡くなり、この岩村記念病院やそこに働く人たちも
家を失くしたりで相当傷つきました。そこで、2015年
７月14日からわが地区の室津義定ガバナーエレクトと
安行英文氏とで、この病院を訪問視察し、改修工事内容
を把握して78万円の義捐金を渡してきました。今ネ
パールにはあまり見られないMRIの医療器具の必要性を

お聞きし帰国しました。

　話題をロータリーの奉仕理念に変えたいと思います。
従来からシカゴ・ロータリー・クラブの定款はわずか２
行の短い定款と言われていましたが、これは大きな間違
いでした。シカゴクラブの定款第１条に名称、第２条に
目的、第３条に会員資格、第４条に役員、第５条に役員
の任務、第６条に役員選挙、第７条に改正とありまし
た。７条の定款と12条の細則からなる本格的な規約で
した。定款第２条の目的に、
①会員の事業上の利益の促進。
②通常、社交クラブに付随する良き親睦とその他の特
に必要と思われる事項の推進。

と書かれております。このシカゴクラブの定款・細則を
見る限り、最初は奉仕の概念はなく、事業の繁栄すなわ
ち物質的相互扶助と親睦を目的にしてロータリーが創立
されたことが分かります。

　また、４回続けて例会を欠席すれば退会とも書かれて
おり、この頃の例会は月に２回で、さらに７月と８月は
休会という規約になっておりました。また最初の頃の
ロータリーでは、ロータリー年度は毎年２月１日に始ま
り、翌年の１月31日に終わっております。このように

一次文献を探し、調べていきますと、大きな発見や興味
深いことが見つけられます。

　ロータリーに奉仕の理念を提唱した人と言われるアー
サー・フレデリック・シェルドンの存在を忘れてはなり
ません。シェルドンの奉仕理念は、健全な事業経営とは
奉仕理念に基づいて継続的な利益をもたらす常連客（リ
ピーター）を確保することであり、profitとは奉仕を
行った正当な報酬のことであり、奉仕という原因には必
ず報酬という結果が与えられると説いています。ここで
いう奉仕の理念とは奉仕の理想のことで、英語ではThe 
Ideal of Serviceで「人に対する思いやりを持って、
人のお役に立つこと」と訳しております。ただ単に、人
道的な奉仕プロジェクトをするのではなく、相手の立場
に立った思いやりの心を持って、相手や相手国のお役に
立つのだろうか、とよく考えプロジェクトを進めるべき
であります。

　こういったロータリーの奉仕の理念に基づいて、国際
貢献といったプロジェクトに取り組んでいく必要があり
ます。
（12月号へ続く）

（「源流の会」の投稿文より）

Rotary Talk ロータリートーク

ロータリーの基本２

月 地 区 活 動 予 定

10日（土）

11日（日）

12日（月）

14日（水）

17日（土）

24日（土）

25日（日）

28日（水）

29日（木）

11:00～13:00
13:00～17:00

14:00～17:00

15:00～17:00

17：00～

16:00～18:00

15：00～

13:30～16:00

11:30～15:00

16：00～

16：30～

アクトの日:
北ゾーン「豊岡RAC,柏原RAC合同例会」
南ゾーン「自己表現ワークショップ」

第３回米山奨学委員会

第６回補助金小委員会

第３回戦略計画委員会

第２回ポリオプラス小委員会

第２回職業奉仕委員会

米山カウンセラーミーティング

第１回2670・2680地区RYLA合同委員会

第４回地域問題小委員会

第2回地区史編纂委員会

北：豊岡　来迎寺
南：湊川神社楠公会館

神戸ハーバーランド㈱地下１階会議室

三宮研修センター３階303会議室

神戸東急REIホテル メイプル

ガバナー事務所会議室

香港茶楼

三宮センター街西館６階8号会議室

リーガホテルゼスト高松4階 クリスタル

神戸ポートピアホテル 本館４階 パールの間

ガバナー事務所会議室

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
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①2015-16年度委員と2016-17年度委員の引継
●派遣生及び来日生の結果と課題、クラブ支出額の報告が武田寿子2015-16年度委員長よりあった。

②2015-16年度台湾長期派遣生帰国報告会
●渡利　愛さん、尾﨑莉菜さん、川口春花さん（保護者代理発表）、杉本大樹君の４人が台湾マルチ地区での
１年間の学習内容やホストファミリーとの思い出を発表した。貴重な国際経験で大きく成長していた。
●青少年交換学友による帰国生歓迎スピーチでは先輩交換派遣生らしく進学・就職などの具体的なアドバイ
スがあった。

◆2015-16年度および2016-17年度青少年交換合同委員会および
　2015-16年度青少年交換長期派遣生帰国報告会

７月24日（日）◆神戸三宮東急REIホテル

青少年交換小委員長　滝内　秀昭（伊丹）

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2016年9月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーデネーター
今月号の担当　Zone 1 RC

■新クラブ設立
・第2620地区（第２ゾーン）に甲斐の郷ロータリークラブが６月27日に結
成されました。
・第2680地区（第３ゾーン）に神戸モーニングロータリークラブが６月７日
に結成されました。
・第2830地区（第１ゾーン）に八戸西ロータリークラブが７月20日に結成
されました。八戸西RCは八戸中央西ロータリー衛星クラブを経て、日本
で初めて承認されたケースです。
・第2750地区（第２ゾーン）に東京大井イブニングロータリー衛星クラブ
が７月２日に結成されました。スポンサークラブは東京大井RCです。

■クラブ合併
2016年７月１日付で第2630地区（第２ゾーン）の不破ロータリークラブと
不破の関ロータリークラブが合併しました。合併後は不破ロータリークラブ
になります。事務所及び連絡先、例会情報は不破RC従来の内容で変更あり
ません。RI加盟承認日も不破RCの「1970年７月24日」を引き継ぎます。

■脱会クラブ
　６月30日付で以下のクラブがRI理事会に承認され脱会しました。
・第2510地区（第１ゾーン）松前RC
・第2590地区（第２ゾーン）横浜たまRC
・第2590地区（第２ゾーン）横浜ひまわりRC
・第2710地区（第３ゾーン）油谷湾RC
・第2790地区（第１ゾーン）富津RC
・第2820地区（第１ゾーン）藤代RC

■クラブの奉仕活動の新聞記事を投稿してください
ロータリー公共イメージコーディネーター（RPIC）は昨年10月から
①「奉仕プロジェクトを考えるヒントの提供」②「広報の仕方」に関する
情報提供機能を構築しています。本年度も引き続きクラブや地区が実施た
奉仕活動が新聞に掲載させましたら「BOX」への投稿をお願いします。詳
しくは地区またはRPICにお尋ねください。

ロータリークラブにとって会員増強は最も重要な取り組みの一つです。今現在、十分
な会員数に恵まれているクラブであっても時間の経過と共に会員も高齢化して行くのは
当然のことです。したがって、会員増強はこれからのクラブを担う若い会員を少しずつ
補強して、クラブのDNAを継承してもらわなければなりません。もちろん、新会員が入
会することでアイディアが広がる可能性があります。新会員は活動する原動力になる可
能性もあります。つまり会員増強は「活力あるクラブ作り」と言えるでしょう。
ロータリーの創設当時とは異なり、奉仕をする団体は数多く存在します。私たちが
ロータリアンとして相応しい入会候補者を選定したとしても、候補者がロータリーと他
の団体との違いを理解してロータリーに興味を持っていただけなければ入会に結びつ
く機会を失うことになります。違いを理解してもらう方法の一つとしてRIに入会候補者
用の新しいパンフレット「自分にできること 今日からはじめよう」が用意されています。
このパンフレットには、ロータリーの活動内容や他団体との違いが紹介されています。
My ROTARYからPDFファイルをダウンロードするか、オンラインショップや国際ロータ
リー日本事務局で入手が可能です。　　　　　　　　　　 （Zone１ RC 酒井正人）

■   クラブ数  会員数
Zone 1 830 28,430
Zone 2 651 27,909
Zone 3 793 32,585
合計 2,274 88,924

■ BOX登録件数
Zone 1  42件
Zone 2  16件
Zone 3  80件
７月末現在　合計 138件

2016年８月９日現在 のClub Centralの
データーです

　地区内各クラブは、RI細則14.020.4並びに当
地区ガバナー指名委員会規約の規定に基づい
て、自クラブに所属する会員で、RI細則16.070
の各項目に適合する最適任の会員であれば、
１名に限り2019－20年度ガバナーノミニー候
補者として、ガバナー指名委員会に推薦する
ことができます。（手続要覧ならびに地区規
定による）

■必要書類
１．クラブ会長・幹事の署名のある推薦書
２．クラブ幹事によって証明された、推薦
するというクラブの決議文

３．候補者のロータリー活動や地域社会・
職業上の奉仕活動を中心とした略歴書
および写真１葉

■提出期限
　2016年９月１日（木）～11月30日（水）
　※期日厳守でお願いいたします

■提出先
　ガバナー事務所内
　ガバナー指名委員会　委員長　久野　薫

※ガバナー指名委員会は、候補者の中から最
適任者と考えるロータリアンを、ガバナー
ノミニーとして指名いたしますが、その選
択の範囲は、地区内クラブから推薦された
候補者に限定されるものではないことをご
了承下さい。
（なお、引用したRI細則番号は2016年度版RI
　細則番号に準拠したものです）

ガバナー指名委員会　委員長　久野　薫（神戸東）

2019‒20年度
「ガバナーノミニー候補者」推薦のお願い

ロータリーとは何かを説明する
には写真にある３つのフレーズ
を使うと一貫性があり、明確に
表現できます。様々な「リーダー
が集まり」「アイディアを広げ」
社会のために「行動する」

会員候補者向け資料：自分にできること
今日から始めよう（資料番号：001）
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①2015-16年度委員と2016-17年度委員の引継
●派遣生及び来日生の結果と課題、クラブ支出額の報告が武田寿子2015-16年度委員長よりあった。

②2015-16年度台湾長期派遣生帰国報告会
●渡利　愛さん、尾﨑莉菜さん、川口春花さん（保護者代理発表）、杉本大樹君の４人が台湾マルチ地区での
１年間の学習内容やホストファミリーとの思い出を発表した。貴重な国際経験で大きく成長していた。
●青少年交換学友による帰国生歓迎スピーチでは先輩交換派遣生らしく進学・就職などの具体的なアドバイ
スがあった。

◆2015-16年度および2016-17年度青少年交換合同委員会および
　2015-16年度青少年交換長期派遣生帰国報告会

７月24日（日）◆神戸三宮東急REIホテル

青少年交換小委員長　滝内　秀昭（伊丹）

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2016年9月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーデネーター
今月号の担当　Zone 1 RC

■新クラブ設立
・第2620地区（第２ゾーン）に甲斐の郷ロータリークラブが６月27日に結
成されました。
・第2680地区（第３ゾーン）に神戸モーニングロータリークラブが６月７日
に結成されました。
・第2830地区（第１ゾーン）に八戸西ロータリークラブが７月20日に結成
されました。八戸西RCは八戸中央西ロータリー衛星クラブを経て、日本
で初めて承認されたケースです。
・第2750地区（第２ゾーン）に東京大井イブニングロータリー衛星クラブ
が７月２日に結成されました。スポンサークラブは東京大井RCです。

■クラブ合併
2016年７月１日付で第2630地区（第２ゾーン）の不破ロータリークラブと
不破の関ロータリークラブが合併しました。合併後は不破ロータリークラブ
になります。事務所及び連絡先、例会情報は不破RC従来の内容で変更あり
ません。RI加盟承認日も不破RCの「1970年７月24日」を引き継ぎます。

■脱会クラブ
　６月30日付で以下のクラブがRI理事会に承認され脱会しました。
・第2510地区（第１ゾーン）松前RC
・第2590地区（第２ゾーン）横浜たまRC
・第2590地区（第２ゾーン）横浜ひまわりRC
・第2710地区（第３ゾーン）油谷湾RC
・第2790地区（第１ゾーン）富津RC
・第2820地区（第１ゾーン）藤代RC

■クラブの奉仕活動の新聞記事を投稿してください
ロータリー公共イメージコーディネーター（RPIC）は昨年10月から
①「奉仕プロジェクトを考えるヒントの提供」②「広報の仕方」に関する
情報提供機能を構築しています。本年度も引き続きクラブや地区が実施た
奉仕活動が新聞に掲載させましたら「BOX」への投稿をお願いします。詳
しくは地区またはRPICにお尋ねください。

ロータリークラブにとって会員増強は最も重要な取り組みの一つです。今現在、十分
な会員数に恵まれているクラブであっても時間の経過と共に会員も高齢化して行くのは
当然のことです。したがって、会員増強はこれからのクラブを担う若い会員を少しずつ
補強して、クラブのDNAを継承してもらわなければなりません。もちろん、新会員が入
会することでアイディアが広がる可能性があります。新会員は活動する原動力になる可
能性もあります。つまり会員増強は「活力あるクラブ作り」と言えるでしょう。
ロータリーの創設当時とは異なり、奉仕をする団体は数多く存在します。私たちが
ロータリアンとして相応しい入会候補者を選定したとしても、候補者がロータリーと他
の団体との違いを理解してロータリーに興味を持っていただけなければ入会に結びつ
く機会を失うことになります。違いを理解してもらう方法の一つとしてRIに入会候補者
用の新しいパンフレット「自分にできること 今日からはじめよう」が用意されています。
このパンフレットには、ロータリーの活動内容や他団体との違いが紹介されています。
My ROTARYからPDFファイルをダウンロードするか、オンラインショップや国際ロータ
リー日本事務局で入手が可能です。　　　　　　　　　　 （Zone１ RC 酒井正人）

■   クラブ数  会員数
Zone 1 830 28,430
Zone 2 651 27,909
Zone 3 793 32,585
合計 2,274 88,924

■ BOX登録件数
Zone 1  42件
Zone 2  16件
Zone 3  80件
７月末現在　合計 138件

2016年８月９日現在 のClub Centralの
データーです

　地区内各クラブは、RI細則14.020.4並びに当
地区ガバナー指名委員会規約の規定に基づい
て、自クラブに所属する会員で、RI細則16.070
の各項目に適合する最適任の会員であれば、
１名に限り2019－20年度ガバナーノミニー候
補者として、ガバナー指名委員会に推薦する
ことができます。（手続要覧ならびに地区規
定による）

■必要書類
１．クラブ会長・幹事の署名のある推薦書
２．クラブ幹事によって証明された、推薦
するというクラブの決議文

３．候補者のロータリー活動や地域社会・
職業上の奉仕活動を中心とした略歴書
および写真１葉

■提出期限
　2016年９月１日（木）～11月30日（水）
　※期日厳守でお願いいたします

■提出先
　ガバナー事務所内
　ガバナー指名委員会　委員長　久野　薫

※ガバナー指名委員会は、候補者の中から最
適任者と考えるロータリアンを、ガバナー
ノミニーとして指名いたしますが、その選
択の範囲は、地区内クラブから推薦された
候補者に限定されるものではないことをご
了承下さい。
（なお、引用したRI細則番号は2016年度版RI
　細則番号に準拠したものです）

ガバナー指名委員会　委員長　久野　薫（神戸東）

2019‒20年度
「ガバナーノミニー候補者」推薦のお願い

ロータリーとは何かを説明する
には写真にある３つのフレーズ
を使うと一貫性があり、明確に
表現できます。様々な「リーダー
が集まり」「アイディアを広げ」
社会のために「行動する」

会員候補者向け資料：自分にできること
今日から始めよう（資料番号：001）
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地区委員会報告

　10月23日（日）に開催予定のロータリー財
団セミナーの内容について、検討を行った。
ロータリー財団100周年を記念して、基調講
演に第３ゾーンEND POLIO NOWコーディ
ネーターの松本祐二氏を招き、また、財団学
友によるパネルディスカッションを開催する。
さらに地区補助金プロジェクトの功労クラブ
を表彰する等の内容が決定した。また、11月
の奉仕活動合同セミナーについては、前年度
と同様の内容で行うことが決定した。
　続いて、久野委員長より、ポールハリスソ
サエティコーディネーターの任命について、
瀬戸徹資金推進小委員長の推薦があり、了承
された。

ロータリー財団関係委員長会議
ロータリー財団委員会副委員長　矢野　宗司（加古川中央）

▶８月６日（土）
▶神戸メリケンパークオリエンタルホテル 4F 銀河

　本年度の申請のあった25の地区補助金奉仕
プロジェクトについて、ロータリー財団より
承認された旨、報告があった。また、ロータ
リーレートが申請時は１ドル110円であったが、
８月のレートが102円となり、各クラブの補助
金額が円換算で減額となるため、その補填を
臨時費で行い、各クラブの補助金額が当初の
金額になるようにすることが了承された。
　続いて、次年度の申請に向けて、申請書の
簡素化、並びに申請数を増やすための方策に
ついて、今後検討していくこととなった。

第５回補助金小委員会
補助金小委員長　矢野　宗司（加古川中央）

▶８月６日（土）
▶神戸メリケンパークオリエンタルホテル 4F 銀河

地区委員会報告　

１．室津ガバナー諮問事項説明
　　「ロータリー青少年交換プログラムを継

続的に実施するために対応すべきこと」
を配布し、青少年交換に関する財務管理、
危機管理基金、地区再認定審査時迄の法
人化対応が、ＲIより求められているこ
とを説明

２．最新情報の報告（佐茂副地区代表幹事より）
　　本年度第１回全国青少年交換委員長会議

の報告実施。主催者RIJYECの「マルチ
化最後のチャンス」につき種々意見あり

３．中嶋委員長より委員会の構成説明
４．今後の委員会運営協議

第1回戦略計画委員会
戦略計画委員会 委員　滝内　秀昭（伊丹）

▶7月11日（月）
▶神戸三宮東急ＲＥＩホテル　ローズ

 淡路グループのクラブ会長、職業奉仕委員
長、ガバナー補佐も参加。中村PGより、
「人類の繁栄と職業奉仕」の話を頂いた。今
年の職業奉仕アンケートと2009年分の比較を
行った。65才以上が20％から33％に増、ロー
タリー歴は16年以上が37％から42％増、「ロー
タリーの目的を理解している」は48％から64％
に増だが、理解不足が課題。「決議23-34を
理解している」は29％から33％に増、「職場
業界等での職業倫理向上活動」は24％から
33％に増、「職業奉仕が難しい」が15％から
28％に増、セミナー希望第１位は職業奉仕の
実践38％であった。

第１回職業奉仕委員会
職業奉仕委員長　宇尾　好博（神戸中）

▶７月23日（土）
▶淡路ワールドパークONOCORO

　瀧川ガバナーエレクト、矢野ガバナーノミ

ニー他安平RYLA顧問、滝内青少年奉仕委員

長の参加のもと、委員会が開催され、本年度

RYLAセミナーは、2017年５月18日（木）～

21日（日）と決定を確認し、前回の反省につ

いてと第39回RYLAセミナーへの方針とカウ

ンセラーの選任を行った。2670地区との合

同委員会の日程も９月25日（日）と決定を

報告した。

　最後に第39回RYLAセミナー受講生の募集

予定スケジュールを確認して閉会となった。

第１回RYLA小委員会
ＲＹＬＡ小委員長　白井　良夫（伊丹）

▶７月２６日（火）
▶ガバナー事務所会議室

①小委員会の方針、事業の説明を行った。

②インターアクトクラブの新設等の情報につ

いて説明を行った。

③危機管理について、年度内に新たな指針が

出る予定という説明があった。

④意見により、提唱クラブ及び小委員会は、

インターアクトクラブ活動を行っている

学校の現状を良く確認し、適切な関係を

維持することが重要であるということを

確認した。

第１回インターアクト小委員会
インターアクト小委員長　三木　健義（姫路）

▶7月29日（金）
▶三宮千人代官
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地区委員会報告
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ご入会おめでとうございます（敬称略・クラブ順）

ご協力に感謝します（敬称略・クラブ順）
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丸尾　研一

米山功労者メジャードナー（30回）

（姫路西）
吉田　和正

（淡路三原）
登里　康生

（姫路西）
新　　三郎

（姫路西）
田寺　康啓

（淡路三原）
長尾　洋司

米山功労者（7回） 米山功労者（3回） 米山功労者（1回）米山功労者（2回）

薬局
8/1入会

岡田　真人
証券業
7/11入会

山下　佳久
不動産業
6/8入会

西尾　公正

姫　路　南 姫　路　西

弁護士
7/1入会

荻野　正和
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住宅設備
6/1入会

大林　憲吉
種苗卸・販売
7/1入会

岩谷　　司

三木みどり

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、
次の各項を奨励することにある：

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会とし
　　　　てロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践
　　　　すること；
　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

故　大島　秀夫　氏（神戸垂水）
７月14日　享年80歳

訃 報

尼崎市総合文化センター（あましんアルカイックホール内）
　尼崎市の芸術文化の拠点としてオープンして以来、尼崎市文化の発信基地となって
います。今年は、尼崎市市政100周年を迎え、｢みんなが主役｣をコンセプトに
魅力ある文化事業を展開。その他にも｢近松を現代によみがえらせる｣を掲げ、多く
の文化事業展開を行っています。
　近松門左衛門の代表作である『曽根崎心中』は、世話物浄瑠璃の最初の作品で
あると言われています。｢この世のなごり、夜もなごり｣という道行のフレーズは
あまりにも有名です。　　　　　 ＊阪神尼崎駅より立体遊歩道で直結 徒歩５分＊
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　1997年11月、大島先生と初めて一緒に取り組んだプロジェクトは、第１回RI国際理解賞を
受賞された岩村昇医師の偉業を顕彰するための「岩村記念病院（ネパール・バクタプル）の
建設」でした。大島先生の精力的な行動と医師としての鋭い視点が今でも思い出されます。
その後、カンボジアでの国立小児病院の新医療器具導入、地雷被害者への義肢装具士の
養成、タイ山岳民族の識字率向上支援、フィリピンCLE（語学集中研修）による識字率向上
プロジェクト（日本初の３Hプログラム）等、大島先生との活動は枚挙にいとまがありません。
2006年には、RIからロータリアンに贈られる最高の栄誉賞である「超我の奉仕賞」を当地区
第１号で受賞されました。
　大島先生とのお付き合いは約20年となりますが、惜しい人を亡くし本当に残念でなりません。
当地区の人道的奉仕活動に大きな足跡を残された人として、いつまでも記憶に残ることと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     石井　良昌（尼崎西）

◆新クラブ情報
　西宮イブニングロータリークラブは阪神第１グループに、神戸モーニングロータリークラブは神戸第２
　グループに所属することになった旨の連絡がガバナー補佐からありました。

◆地区委員の委嘱
　戦略計画委員会　委員　山口　宰（神戸西）

ガ バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せ
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大島秀夫先生を偲んで

◎「ロータリーの本質とは－アンケート回答」  1969　    7p
◎「ロータリーでいう職業奉仕」　　　　　　　神守源一郎　D.358  1972　   57p
◎「ロータリーでいう職業奉仕」　　　　　　　神守源一郎　京都東R.C.  1983　   18p
◎「ロータリーの綱領の変遷と『奉仕の理想』」　 先名正四  1989　    4p
◎「ロータリーの立場」　　　　　　　　　　　近藤正夫  1974　    3p   
◎「大乱亥歳を顧みてロータリーを考える（フォーラム記録）」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤千寿　　関西ロータリー研究会 1996　   31p
◎「21世紀のロータリー」　　　　　　　　　　堀場雅夫　　関西ロータリー研究会　 1996　   71p 
◎「世界のロータリー」　　　　　　　　　　　入江直祐  1981　    8p
◎「デンバー大会の焦点　RI－RIBI問題」　　　宮脇　冨  1966　    1p

文　庫　通　信（347号）ロータリーについて ［下記申込先：ロータリー文庫］
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故　大島　秀夫　氏（神戸垂水）
７月14日　享年80歳

訃 報

尼崎市総合文化センター（あましんアルカイックホール内）
　尼崎市の芸術文化の拠点としてオープンして以来、尼崎市文化の発信基地となって
います。今年は、尼崎市市政100周年を迎え、｢みんなが主役｣をコンセプトに
魅力ある文化事業を展開。その他にも｢近松を現代によみがえらせる｣を掲げ、多く
の文化事業展開を行っています。
　近松門左衛門の代表作である『曽根崎心中』は、世話物浄瑠璃の最初の作品で
あると言われています。｢この世のなごり、夜もなごり｣という道行のフレーズは
あまりにも有名です。　　　　　 ＊阪神尼崎駅より立体遊歩道で直結 徒歩５分＊

❖今月の表紙
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阪神尼崎
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至梅田

立体遊歩道

庄
下
川

　1997年11月、大島先生と初めて一緒に取り組んだプロジェクトは、第１回RI国際理解賞を
受賞された岩村昇医師の偉業を顕彰するための「岩村記念病院（ネパール・バクタプル）の
建設」でした。大島先生の精力的な行動と医師としての鋭い視点が今でも思い出されます。
その後、カンボジアでの国立小児病院の新医療器具導入、地雷被害者への義肢装具士の
養成、タイ山岳民族の識字率向上支援、フィリピンCLE（語学集中研修）による識字率向上
プロジェクト（日本初の３Hプログラム）等、大島先生との活動は枚挙にいとまがありません。
2006年には、RIからロータリアンに贈られる最高の栄誉賞である「超我の奉仕賞」を当地区
第１号で受賞されました。
　大島先生とのお付き合いは約20年となりますが、惜しい人を亡くし本当に残念でなりません。
当地区の人道的奉仕活動に大きな足跡を残された人として、いつまでも記憶に残ることと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     石井　良昌（尼崎西）

◆新クラブ情報
　西宮イブニングロータリークラブは阪神第１グループに、神戸モーニングロータリークラブは神戸第２
　グループに所属することになった旨の連絡がガバナー補佐からありました。

◆地区委員の委嘱
　戦略計画委員会　委員　山口　宰（神戸西）

ガ バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せ
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大島秀夫先生を偲んで

◎「ロータリーの本質とは－アンケート回答」  1969　    7p
◎「ロータリーでいう職業奉仕」　　　　　　　神守源一郎　D.358  1972　   57p
◎「ロータリーでいう職業奉仕」　　　　　　　神守源一郎　京都東R.C.  1983　   18p
◎「ロータリーの綱領の変遷と『奉仕の理想』」　 先名正四  1989　    4p
◎「ロータリーの立場」　　　　　　　　　　　近藤正夫  1974　    3p   
◎「大乱亥歳を顧みてロータリーを考える（フォーラム記録）」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤千寿　　関西ロータリー研究会 1996　   31p
◎「21世紀のロータリー」　　　　　　　　　　堀場雅夫　　関西ロータリー研究会　 1996　   71p 
◎「世界のロータリー」　　　　　　　　　　　入江直祐  1981　    8p
◎「デンバー大会の焦点　RI－RIBI問題」　　　宮脇　冨  1966　    1p

文　庫　通　信（347号）ロータリーについて ［下記申込先：ロータリー文庫］
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クラブ名 2016年
7月1日

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数

3
5
4
4
4
4

4
5
5
4
4
4

4
4
4
5
3
4

3
4
4
4
4
4
4
4

4
4
3
3
3
4
4

4
4
4
3
4
3
4
4

当月末 増減
平均出席率
％

81.24
89.52
97.06
92.61
89.43
89.77
89.94
77.55
94.59
89.78
96.03
100.00
84.52
90.41
100.00
83.53
88.75
91.18
78.20
93.00
89.11
90.91
85.36
100.00
97.28
85.51
100.00
89.90
100.00
93.62
87.90
86.38
97.77
92.13
83.75
82.14
87.30
88.20
87.62
97.47
78.40
96.10
95.20
98.50
86.84
68.80
88.62

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
　
７

神
戸
第
二
　
　
　
８

明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
　75RC

東
播
第
一
　
４

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

クラブ名 2016年
7月1日

会 員 数

例会数

4
4
4
5

5
4
4
4
4

5
4
4
3
3

4
5
4
4
4

4
4
4
4
4
4

4
4
4
5

5
4
4
4
4

当月末 増減 女性
平均出席率
％

88.91
100.00
93.31
94.45
94.17
99.41
87.12
86.93
96.10
89.59
91.83
97.48
98.75
98.60
96.16
96.87
97.57
88.57
90.34
95.83
88.40
86.91
90.01
92.52
97.82
86.35
100.00
83.93
100.00
93.44
95.14
100.00
95.85
100.00
97.75
93.57
84.96
92.80
93.75
80.94
89.20
91.84

36
42
44
38
31
23
214
44
32
25
22
12
21
156
52
43
40
33
27
25
220
22
22
43
50
36
7
34
25
239
151
110
31
9
80
14
21
416
54
32
22
31
13
37
39
21
249

36
42
44
38
31
23
214
44
32
25
22
12
21
156
52
43
40
34
27
25
221
22
22
43
50
38
7
34
25
241
155
110
32
9
80
14
21
421
54
32
22
30
13
36
39
21
247

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
2
0
0
0
2
4
0
1
0
0
0
0
5
0
0
0
-1
0
-1
0
0
-2

◆クラブ数……………………………………　75RC
◆2016年７月１日　クラブ会員数………2,831人
◆2016年７月末　　クラブ会員数………2,847人
◆2016年７月末女性会員数………………　113人
◆2016年７月平均出席率…………………91.84％
◆増　減………………………………………　　16人増

国際ロータリー第2680地区　2016年７月出席報告

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
６

合計

43
40
45
24
152
37
76
56
42
15
226
54
40
36
45
32
207
38
29
21
38
21
147
88
79
73
67
28
5

340
36
40
49
23
148
39
22
14
21
21
117

2,831

45
40
45
24
154
39
76
56
42
15
228
54
41
36
45
32
208
37
29
20
38
21
145
93
80
73
69
28
5

348
36
40
49
22
147
39
22
14
21
21
117

2,847

2
0
0
0
2
2
0
0
0
0
2
0
1
0
0
0
1
-1
0
-1
0
0
-2
5
1
0
2
0
0
8
0
0
0
-1
-1
0
0
0
0
0
0
16

0
1
0
0
1
3
0
0
2
1
6
0
1
2
1
0
4
1
4
0
1
0
6
0
0
2
2
0
0
4
0
2
4
7
13
0
0
0
0
1
1

113

事務所
〒650-0046  兵庫県神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail murotsu2680@triton.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  室 津　義 定

女性

1
0
0
2
4
1
8
0
4
0
3
0
10
17
0
0
2
3
2
6
13
2
0
0
0
0
0
9
6
17
0
0
3
0
0
0
3
6
5
0
1
5
0
2
3
1
17

●お問い合わせ

（公財）尼崎市総合文
化センター

〒660-0881 兵庫県
尼崎市昭和通2-7-1

6　TEL 06-6487-0
910

●主催／（公財）尼崎
市総合文化センター

　●共催／尼崎市

http://www.arch
aic.or.jp/

●お問い合わせ

（公財）尼崎市総合文
化センタ
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